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Ｑ．もんだいです。 
 

図書館
としょかん

で、現在
げんざい

発行
はっこう

している貸出
かしだし

カード（右図
み ぎ ず

）に描
えが

かれている 

キャラクター（★の場所
ば し ょ

）は何
なん

で 
①  レルヒさん 

②  トッキッキ 

③ けんけんず 

Ａ. 

こたえはうらめんのしたにあるよ。

おはなしにちなんだメニュー 
 

お チ ン し な 
 

は ラ 

 読書週間に合わせて、学校・園の給食に絵本やおはなしをもとに考えられた献立が

登場します。10月は市立保育園、私立保育園（一部）で実施します。 

 取り上げた絵本はすべて４館で所蔵しています。 

 

【根
こん

さいののっぺい汁
じる

】 献立名 

 

 にんじん、ごぼう、そしてだい 

こんのいろはしっていますか？ 

あるひ、おふろにはいることになったこのやさいたち。 

にんじんはじっくりあたたまり、ごぼうはあっというまに 

おふろからあがりました。さて、だいこんは・・・ 

『にんじんとごぼうと 

      だいこん』 

和歌山静子／絵

鈴木出版 1991 

献立名 【ほいくえんのみんなのカレー】 

【きゅうりくんのあまずあえ】 
【だいこんさんのうまうま煮

に

】 
献立名 

 
 
『ぼくんちカレーライス』 

つちだのぶこ／作 佼成出版社 2005 

 

 

 

『やさいのおしゃべり』 

泉なほ／作 いもとようこ／絵

金の星社 2005 

★ 
★ 

★ 

Ａ.  

 

しょうか？ 

た きゅうしょく 

給食で食べたい！ 

  市立幼稚園・小学校・中学校は11月の給食に登場します。お楽しみに！ 



  あの人の読んだ本 
  

   

 雑誌や本に掲載された著名人が紹介した本を 

特設コーナーに設置します。 

 貸出は、お1人１日１冊です。 
 

期間：10月27日（水）～11月9日（火） 

 リサイクルブック市 
  

      本と雑誌が並びます。なくなり次第終了です。 

    持ち帰る入れ物をお持ちください。 

日時：10月30日（土）午前10時～午後4時 

対象：どなたでも 
 

 しおりづくり 

  オリジナルのしおりを作ります。 

日時：10月30日（土）午前10時～午後５時 

対象：どなたでも 

  リサイクルブック市 

  

   本と雑誌が並びます。なくなり次第終了です。 

 持ち帰る入れ物をお持ちください。 

 

日時：10月30日（土）・10月31日（日） 

   午前10時～午後５時 

対象：どなたでも 

  

     

        図書カードケースをつくろう 
   

        図書貸出カードを入れるケースを作ります。 

日時：11月６日（土）午前10時～午後５時 

対象：どなたでも 

  ５０の推し本コーナー 
  

   

    利用者の皆さんと図書館職員で作るおすすめ本 

コーナーです。2階と3階にそれぞれ５０冊の本を 

並べて貸し出します。 
 

期間：10月22日（金）～11月16日（火） 
 

 

 おはなしとことこのおはなしたいむ 

 
 絵本の読み聞かせや紙芝居を行います。 

日時：11月６日（土）午前11時～11時30分 

頸城分館  ☎025-530-2360   

高田図書館 ☎025-523-2603  直江津図書館 ☎025-545-3232 

浦川原分館 ☎025-599-2830  

 の催し物 

４館共通 
 

１０月～１１月 

クイズのこたえ ③  

 

 
 

     

          読書週間に合わせ「上越市立図書館読書週間推薦こどもの本ブックリスト2021」を発行します。 

     【小学生向け】【中学生・高校生向け】の２種類があります。 

        高田・直江津図書館、浦川原・頸城分館の４館で、ブックリストに掲載した本の展示・貸出を行います。 
 

  
                              

 

１０月２７日（水）～１１月９日（火） 
 

 ※直江津図書館は１０月２８日（木）から 

秋のブックリストを配布します 

「おはなしランチ」に関係する絵本や本の展示・貸出を行います 

         

                    

          
         最後の頁を閉じた 

            違う私がいた 


